2006年6月21日(水)

専門演習B（クラス１）

氏名【　　　　　　　　　　】　

グループのメンバー【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

*先週同様、グループワーク形式で演習します。グループは基本的に先週と同じです。

*コンピュータの操作はお一人おひとりで体験してください。
考察は、グループで相談しながら進めてください。4ページの課題は、各自でオリジナルなものを考えてください（グループで相談することはどんどんしてください）。
SPSSによる
実験計画法と分散分析

1. はじめにSPSSとは

1.1. SPSSとは

　・統計計算をするためのソフトウェアです。

　・エクセルとは比べ物にならないほどいろいろな統計計算ができる。

　・操作もエクセルより簡単！

　・統計計算専門のソフトウェアとしては、たいへん普及している。

　・新潟の紀伊国屋にも解説書がいっぱい！

はじめの一冊

石村貞夫　2001 『SPSSによる統計処理の手順－ていねいでわかりやすいクリック

するだけの統計入門』第３版　東京図書

　（SPSSは255・353・354教室で使用可能）

次の一冊

　　豊田秀樹　1994　『違いを見抜く統計学―実験計画と分散分析入門－』講談社

1.2. 実験計画法と分散分析

　数ある中から、もっとも良いモノを選ぶのにはどうしたらよいか？

　最小のコストで、ベストの結果を、カンタンに選ぶ方法

～統計学の一手法である実験計画法と分散分析！！

1.3. この演習の進め方

　実験計画法のルーツ、農業の実験の具体例をとおして、実際に演習しながら、実験計画法を学びます。はじめは誰でもがすぐに思いつく実験計から分析しはじめ、だんだん改良して、実験計画の極意を極めます。

2. 実験計画の極意？！

多くの収穫が期待できる新品種のコシヒカリができた！ 
新品種と旧品種、どちらが収穫量は多いか比較したい。

実験計画の極意１
何と何を比較するか、明確にすること＝実験群と対照群を用意すること！（対照実験）

· 比較したい新品種のイネ：実験群

· 比較される旧品種のイネ：対照群

実験１：１０人の近所の方に新品種の収穫高を聞いた！

（データの型・パターン１：テキストの例を分析してSPSSの使い方を学ぼう）

これはいい実験計画ではない。なぜか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実験計画の極意２
実験群と対照群は比較したい内容以外の状態をできるだけ均一＝実験条件の統制

「対照実験」と「実験条件の統制」が実験計画の極意です！

良くない例：昨年、旧品種を栽培した農家に、今年は新品種の栽培をお願い、２年間の収穫量を比較した。

これはいい実験計画ではない。なぜか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実験２：実験に協力してくれるようにたくさんの農家の人にお願いする。くじびきで選んだ（等確率！）半分の方々に新品種、もう半分の方に旧品種を栽培してもらう（もちろん同じ年！）。

（データの型・パターン２：テキストの例を分析してSPSSの使い方を学ぼう）

ここで考えよう！：　実験2では多くの方に協力をお願いしたが、それだとたまたま、あんまり良くない田んぼ（またはあんまり農業の技術のない方）に新品種、よい田んぼ（または農業の技術のある方）に旧品種が偏ってしまうこともある。　一人の方に、同じ条件の田んぼで新品種・旧品種を両方栽培してもらうのとどちらがいいのだろうか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヒント：実験2と一人の方に新品種・旧品種の2種類を栽培してもらう実験について、

以下の3点を比較してください。
普遍性：実験の結果を実地で安定的に利用できるか？

いろいろな田んぼで、いろいろな農家の方にお願いした方が、実際に世の中に普及したときの新品種と旧品種の収穫差の予測として役立つ。ひとりの人の一つの田んぼで成功したからといって、誰でもどこの田んぼでも成功するとは言いかねる。

実験の精度：人や田んぼといった比較したい品種の差以外の要因が入り込む余地がないほうが実験の精度は高い。

経済性：やっぱりお金や手間がかからずに、普遍性・実験の精度を高めたい。

一般に、、、精度の高い実験を目指すと、普遍性と経済性が悪くなる傾向

　　　　　普遍性の高い実験をすると、精度と経済性が悪くなる傾向

実験計画の極意3
精度が高くて、普遍性があって、経済的な実験を計画することが、実験計画の醍醐味！

実験３：複数の農家にお願いして、同じ田んぼで新品種と、旧品種を同時に栽培してもらう。これだと人・田んぼという条件も統制されている（精度が高い）。実験２のように一方の田んぼのみ条件が悪くなるといった偶然性が入り込む余地があると、たくさんの農家に依頼しなければならない（たくさん頼めば、偶然、片一方の条件が悪くなる可能性が低くなる）。そういった心配がないから、お願いする農家の数も減らせるので、経済性も良くなる。一人の農家の方にお願いする実験にくらべて普遍性も高い！

（データの型・パターン４：テキストの例を分析してSPSSの使い方を学ぼう）

自分で実験計画を立てよう！　普遍性・精度・経済性の良い実験計画を考え、どこを工夫したか述べてください（文章で書こう。箇条書きはダメ。）

実験例：相手を意識してジャンケンするのと、乱数表にしたがってジャンケンするのとどっちの勝率がいいか？

ポイント：実験1~3で紹介した極意を参考に、実験計画を立ててください。実験郡・対照郡、統制する実験条件を明確にしてください（極意1・2）。自分の考えた実験において、普遍性・精度・経済性、もっともバランスの取れた実験計画を考えてください（極意3）。
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